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はじめに
「生徒が学ぶことに魅力を感じる中学校古典学習を目指して」と題し，これまでに平成24年度の
「『奥の細道』（松尾芭蕉）を中心にして」，平成26年度の「『平家物語』『徒然草』を中心にして」，
平成28年度の「『竹取物語』を中心にして」という拙稿を認めてきた。この三本の論文は，「中学校
の古典学習はどうあるべきなのか」を追求したいと考え，各学年における中心教材で実施した古典
指導をまとめることで，その検討を試みたものである。本稿では，中学３年生における三大歌集(万
葉)・古今・新古今）の学習構想とその実践例をまとめてみた。
(余談ながら)本校に赴任して11年目が終わろうとしている。本校に来た当初は，本校独特の班学
習を基盤とした授業スタイルや必ず一捻りしてある単元・授業の構想に驚かされたものであった。
先輩から一つひとつ教わり，そこに少しずつ自分の考えを組み込みながら現在に至っている。自分
がオリジナルで組み込んできたものも含め，本校の国語研究室に伝統的に受け継がれてきた○Ｐ や
Ｐ ，△△読み等の「方法」等の有効性が少しでも伝わればと…，と思う。なお，本稿で用いる○Ｐ
Ｐとは，本校が指導に用いる，正確に読解し豊かに鑑賞するための観点を指す。○Ｐ は「読解のポ
イント」，Ｐは「鑑賞のポイント」である。
１ 「古典を学ぶ」とは
「古典」で何を学ばせるのか。前稿にも書いたが，戦後を代表する思想家の一人である福田恆存
は，『文化なき文化國家』（PHP 研究所 1980 年 旧著の再編)の中で「伝統に対する心構え」として,
現代のなかに，私たち自身のなかに，古典に通じる道をさがすことです。
と書き，その答えを示している。この「古典に通じる(私たち自身のなかにある)道」こそ，古典を
学ぶ意義であり，現代に通じる「ものの見方や考え方」であると仮定して，本稿を進めていきたい
と思う。対象生徒には「不易流行」という言葉で教えている。
２ 本実践に至る過程
本実践は，中学校３年生における古典学習である。中学校における古典学習は，１年生時の「時
へ誘ふ」，２年生時の「時をひらく」，３年生時の「時をめぐる」で構成される。以下に，中学１年
生から３年生に至る学習材一覧及び単元のねらいをまとめる。
表１ 単元のねらい 及び 古典学習材一覧
学年 単元名 単元のねらいと学習材
１年 時へ誘ふ ○ 歴史的仮名遣いを中心とする古典学習における基本的な古語や
文法等の知識を習得させ，今後の古典学習への基盤を作る。
○ 既習の「方法」等を活用させ，古典作品を正しく読解し，豊か
に鑑賞できるようにする。
○ 古人が有する価値観についての学習を深めることで，古典作品
を主体的に読解・鑑賞しようとする態度を養う。
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の古典学習はどうあるべきなのか」を追求したいと考え，各学年における中心教材で実施した古典
指導をまとめることで，その検討を試みたものである。本稿では，中学３年生における三大歌集(万
葉)・古今・新古今）の学習構想とその実践例をまとめてみた。
(余談ながら)本校に赴任して11年目が終わろうとしている。本校に来た当初は，本校独特の班学
習を基盤とした授業スタイルや必ず一捻りしてある単元・授業の構想に驚かされたものであった。
先輩から一つひとつ教わり，そこに少しずつ自分の考えを組み込みながら現在に至っている。自分
がオリジナルで組み込んできたものも含め，本校の国語研究室に伝統的に受け継がれてきた○Ｐ や
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現代のなかに，私たち自身のなかに，古典に通じる道をさがすことです。
と書き，その答えを示している。この「古典に通じる(私たち自身のなかにある)道」こそ，古典を
学ぶ意義であり，現代に通じる「ものの見方や考え方」であると仮定して，本稿を進めていきたい
と思う。対象生徒には「不易流行」という言葉で教えている。
２ 本実践に至る過程
本実践は，中学校３年生における古典学習である。中学校における古典学習は，１年生時の「時
へ誘ふ」，２年生時の「時をひらく」，３年生時の「時をめぐる」で構成される。以下に，中学１年
生から３年生に至る学習材一覧及び単元のねらいをまとめる。
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の古典学習はどうあるべきなのか」を追求したいと考え，各学年における中心教材で実施した古典
指導をまとめることで，その検討を試みたものである。本稿では，中学３年生における三大歌集(万
葉)・古今・新古今）の学習構想とその実践例をまとめてみた。
(余談ながら)本校に赴任して11年目が終わろうとしている。本校に来た当初は，本校独特の班学
習を基盤とした授業スタイルや必ず一捻りしてある単元・授業の構想に驚かされたものであった。
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の古典学習はどうあるべきなのか」を追求したいと考え，各学年における中心教材で実施した古典
指導をまとめることで，その検討を試みたものである。本稿では，中学３年生における三大歌集(万
葉)・古今・新古今）の学習構想とその実践例をまとめてみた。
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生から３年生に至る学習材一覧及び単元のねらいをまとめる。
表１ 単元のねらい 及び 古典学習材一覧
学年 単元名 単元のねらいと学習材
１年 時へ誘ふ ○ 歴史的仮名遣いを中心とする古典学習における基本的な古語や
文法等の知識を習得させ，今後の古典学習への基盤を作る。
○ 既習の「方法」等を活用させ，古典作品を正しく読解し，豊か
に鑑賞できるようにする。
○ 古人が有する価値観についての学習を深めることで，古典作品
を主体的に読解・鑑賞しようとする態度を養う。
－三大歌集（万葉・古今・新古今）の指導を中心に－
後 藤 亨 朗
はじめに
「生徒が学ぶことに魅力を感じる中学校古典学習を目指して」と題し，これまでに平成24年度の
「『奥の細道』（松尾芭蕉）を中心にして」，平成26年度の「『平家物語』『徒然草』を中心にして」，
平成28年度の「『竹取物語』を中心にして」という拙稿を認めてきた。この三本の論文は，「中学校
の古典学習はどうあるべきなのか」を追求したいと考え，各学年における中心教材で実施した古典
指導をまとめることで，その検討を試みたものである。本稿では，中学３年生における三大歌集(万
葉)・古今・新古今）の学習構想とその実践例をまとめてみた。
(余談ながら)本校に赴任して11年目が終わろうとしている。本校に来た当初は，本校独特の班学
習を基盤とした授業スタイルや必ず一捻りしてある単元・授業の構想に驚かされたものであった。
先輩から一つひとつ教わり，そこに少しずつ自分の考えを組み込 ながら現在に至っている。自分
がオリジナルで組み込んできたもの 含め，本校の国語研究室に伝統的に受け継がれてきた Ｐ や
Ｐ ，△ 読み等の「方法」等の有効性が少しでも伝わればと…，と思う。なお，本稿で用いる Ｐ
Ｐとは，本校が指導に用いる，正確に読解し豊かに鑑賞するための観点を指す。 Ｐ は「読解のポ
イント」，Ｐは「鑑賞のポイント」である。
１ 「古典を学ぶ」とは
「古典」で何を学ばせるのか。前稿にも書いたが，戦後を代表する思想家の一人である福田恆存
は，『文化なき文化國家』（PHP 研究所 1980 年 旧著の再編)の中で「伝統に対する心構え」として,
現代のなかに，私たち自身のなかに，古典に通じる道をさがすことです。
と書き，その答えを示している。この「古典に通じる(私たち自身のなかにある)道」こそ，古典を
学ぶ意義であり，現代に通じる「もの 見方や考え方」であると仮定して，本稿を進めていきたい
と思う。対象生徒には「不易流行」という言葉で教えている。
２ 本実践に至る過程
本実践は，中学校３年生における古典学習である。中学校における古典学習は，１年生時の「時
へ誘ふ」，２年生時の「時をひらく」，３年生時の「時をめぐる」で構成される。以下に，中学１年
生から３年生に至る学習材一覧及び単元のねらいをまとめる。
表１ 単元のねらい 及び 古典学習材一覧
学年 単元名 単元のねらいと学習材
１年 時へ誘ふ ○ 歴史的仮名遣いを中心とする古典学習における基本的な古語や
文法等の知識を習得させ，今後の古典学習への基盤を作る。
○ 既習の「方法」等を活用させ，古典作品を正しく読解し，豊か
に鑑賞できるようにする。
○ 古人が有する価値観についての学習を深めることで，古典作品
を主体的に読解・鑑賞しようとする態度を養う。
－ 133 －
御伽草子から「浦島太郎」
今昔物語集から「実因僧都」
『竹取物語』
※『筆のすさび』管茶山（表具師幸吉）を扱う時もある。
２年 時をひらく ○ 既習の「方法」等を活用させ，古典作品を正しく豊かに読み取
る力を身につけさせる。
○ 古人の生き方やものの見方を多角的に追求することで，生徒自
身のものの見方・考え方を広げさせる。
○ 相手や目的を意識した班相談・班発表等の活動によって，伝え
合う力を相互に高めさせる。
『平家物語』（序文 扇の的 弓流し 壇之浦 女院御往生）
『枕草子』清少納言（１段 ２５段 ４０段 １２２段 １４４段
１５９段 １６０段 ２８０段 跋文）
『徒然草』兼好法師（序段 １段 ９段 １０段 １１段 １２段
１３段 ４５段 ５１段 ５２段 ５３段
５４段 ８９段 ９２段 １０９段
１１０段 ２３６段）
『論語』（原文：訓読文提示）
故事成語 「推敲」「矛盾」（原文：訓読文提示）
漢詩 『春暁』孟浩然 『黄鶴楼送孟浩然之広陵』『望廬山瀑布』
『静夜思』李白 『重題』白居易 『題李凝幽居』賈島
『秋興』『春望』『絶句』杜甫
３年 言い仰せて ○ 俳句についての基本事項を習得する。
何かある ○ 短いが故の俳句独特の世界観を鑑賞すると同時に，芭蕉の思想
に触れる。
江戸俳諧 松尾芭蕉・小林一茶・与謝蕪村
近現代俳句 正岡子規ほか多数
時をめぐる ○ 既習の「方法」等を活用させて，複数の古典作品を正しく読解
し，豊かに鑑賞することで，古典作品の本質を考えさせる。
○ 古人のものの見方や生き方を多角的に追求することで，生徒自
身のものの見方を広げさせる。
○ 相手や目的を意識した班相談・班発表等の活動によって，伝え
合う力を相互に高めさせる。
和歌 『万葉集』『古今集』『新古今集』
『古今集』の秘密（恋の順番）
歌物語『伊勢物語』（東下り 筒井筒）
紀行文『おくの細道』松尾芭蕉
松尾芭蕉・小林一茶・与謝蕪村の比較
能・狂言・歌舞伎・文楽の略歴
上記の表１にあるように，和歌の『万葉集』『古今集』『新古今集』は３年生の古典学習の中核
をなすものである。生徒は，この単元において，古典を読む意義の一つである「人間の思考の成長
過程を探る」ことを意識し，天智天皇や天武天皇の父に当たる舒明天皇（６２９年に即位）以降か
ら，鎌倉時代へと続く約７００年間の人間の軌跡を辿るのである。
「三大歌集」の本質の理解は，中世の無常観とその中で培われる人間の思考の深淵に繋がってい
く。このことは，「古典に通じる(私たち自身のなかにある)道」や現代に通じる「ものの見方や考
え方」へ繋ぐものとしての価値があると思われる。
そこで，これまでの古典学習で得た知識を繋ぎ，活用させ，新たな発見を目指す単元となるべき，
３年生の中学校古典学習のゴールを意識した学習を構想してみた。
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３ 実践の流れ
○ 中学校３年生における古典単元「時をめぐる」の全体構想
以下のような計画で，本単元を構想した。
単元「時をめぐる」 計画 全16時間
第一次 「和歌の世界：三大歌集」…………………………………………………………１０時間
１ 単元名の読みと古典学習の復習 ……………………………………………１時間
２ 恋歌をよむ（近現代短歌と和歌）……………………………………………１時間
３ 三大歌集 ………………………………………………………………………７時間
①万葉集をよむ ………………………………………………………２時間
②古今集をよむ ………………………………………………………３時間
③新古今集をよむ ……………………………………………………２時間
４ 恋歌（恋）の本質とは ………………………………………………………１時間
第二次 『おくのほそ道』※ …………………………………………………………………６時間
※別稿「『奥の細道』（松尾芭蕉）中心にして」にてまとめてある
○ 第一次の１「単元名の読みと古典学習の復習」の授業構想
単元「時をめぐる｣の単元名の意味を考える授業である。１年生時の「時へ誘ふ」，２年生時の
「時をひらく」に続く単元として「時をめぐる」の意味を考えている。和歌を通じて，天智天皇
や天武天皇の父に当たる舒明天皇（６２９年に即位）以降から，鎌倉時代へと続く約７００年間
の人間の軌跡を「めぐる」のである。以下にその授業の生徒のノートを資料①として掲載する。
資料①
○ 第一次の２「恋歌を読む（近現代短歌と和歌）」の授業構想
単元「時をめぐる｣の中で和歌と近現代短歌を繋ぐ授業である。作成年代の異なる恋歌の「比
較読み」を通して，古人の考えやものの見方を知り，現在と変わらぬ心情に気づくことで，古典
学習の楽しみや意義を実感できるよう配慮した。具体的な歌人としては「俵万智」「与謝野晶子」
｢小野小町」「額田王」の四人を挙げた。次頁にその授業の生徒のノートを資料②として掲載する。
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資料②
○ 第一次の３「三大歌集」①『万葉集』をよむ(２時間)の授業構想
万葉集には，4500首以上の和歌が収められており，「雑歌（宴や旅行での歌）」，「相聞歌（男女
の恋の歌）」，「挽歌（人の死に関する歌）」の三つのジャンルに分けられる。また，万葉集の和歌
の表現技法には，枕詞，序詞，反復，対句などが用いられており，その説明も重要なポイントと
なる。授業で取り上げる和歌は「柿本人麻呂」「持統天皇」「山部赤人」「山上憶良」「坂上郎女」
「大伴家持」等の万葉集を代表する歌人のものである。また，貴族以外の民衆の歌が載っている
という，極めて貴重な史料である万葉集の特徴を示すため「防人の歌」「東歌」等も取り上げた。
派手な技巧はあまり用いられず，素朴で率直な歌いぶりについては，賀茂真淵が評した「ますら
をぶり」とまとめている。 以下に，上記した１時間目の生徒のノートを資料③として掲載する。
資料③
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また，２時間目には班対抗で「万葉集ビブリオバトル」を行った。具体的には以下に示す要領
（資料④ⅠⅡ）で教師が指定した和歌についての分析結果を発表し，万葉集チャンプ和歌を決定
した。なお，教師が指定した和歌は以下のものである。※短歌・漢詩・俳句等を対象とした「ビブ
リオバトル」は，２年生時から頻繁に授業で行っているため，生徒は慣れている。
１班 長歌
瓜食めば 子ども思ほゆ 栗食めば まして偲はゆ
いづくより 来りしものそ
目交に もとなかかりて 安眠しなさぬ
反歌
銀も金も玉も何せむにまされる宝子にしかめやも
２班
あしひきの山のしづくに妹待つとわれ立ち濡れぬ山のしづくに
３班
吾を待つと君が濡れけむあしひきの山のしづくにならましものを
４班
あかねさす紫野行き標野行き野守は見ずや君が袖振る
５班
紫草のにほへる妹を憎くあらば人妻ゆゑにわれ恋ひめやも
６班 東歌
多摩川にさらす手作りさらさらに何そこの児のここだ愛しき
７班 防人歌
韓衣裾に取りつき泣く子らを置きてそ来ぬや母なしにして
８班
わが屋戸のいささ群竹吹く風の音のかそけきこの夕かも
資料④Ⅰ
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資料④Ⅱ
また，分析結果を発表するために生徒が作成したプレゼン用スライドを資料⑤として掲載する。
資料⑤
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○ 第一次の３「三大歌集」②『古今集』をよむ(３時間)の授業構想
『古今和歌集』で確立された分類は和歌の分類の規範となり，歌会，歌論などにおいて使われ
ただけでなく，後世の勅撰和歌集に形を変えながら継承されている。日本人の美意識を四季の歌
や恋の歌で表現していく古今和歌集には，万葉集とは異なる趣や論理性がある。「たをやめぶり」
と評された『古今和歌集』を和歌の分類とその論理性に注目して授業を構想してみた。 以下は，
１時間目の現代語文法「助動詞の意味」と古典文法「助動詞の用法」を重ね合わせつつ，『古今
和歌集』の部立てや掲載順には時間軸があることを意識させる授業である。授業プリントと生徒
のメモを資料⑥として掲載する。
資料⑥
『古今和歌集』の掲載順に時間軸があると仮定した時，「恋」の部の掲載順にも時間軸がある
のではないかと考え，構想した授業である。恋歌を「恋の始まり（前期）」「恋の半ば（成就期）」
「恋の終わり（後期）」に区分けして，提示された恋歌を並べ替えてみるというものである。教
師側から提示した恋歌は以下のものである。
① ほととぎす鳴くや五月のあやめぐさあやめも知らぬ恋もするかな （詠み人知らず）
＊綾の目・文目（筋道の意）
Ａ あひ見ずは恋しきこともなからまし音にぞ人は聞くべかりける (詠み人知らず)
＊噂の意
Ｂ 秋風の吹きと吹きぬる武蔵野はなべて草葉の色かはりけり (詠み人知らず)
Ｃ たのめつつ逢はで年ふるいつはりにこりぬ心を人は知らなむ (凡河内躬恒)
＊あてにさせておいて ＊苦い経験をしながらも考えを改めない心
Ｄ 有（荒）磯海の浜の真砂とたのめしは忘るることの数にぞありける (詠み人知らず)
あり そうみ
Ｅ 音羽山音に聞きつつ逢坂の関の こなたに年をふるかな (在原元方)
＊噂の意 ＊ｐ 表記の工夫 ＊「かなた」の反意
（ ）
⑦ ながれては妹背の山のなかに落つる吉野の川の よしや世の中 （詠み人知らず）
＊男女 ＊激しく厳しいことの比喩 ＊男女の仲の比喩
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前頁の和歌の中で，①は恋の部の巻頭歌である。また，⑦は恋の部の最終歌である。授業では，
①と⑦の間にあるＡ～Ｅの恋歌を「恋の時間軸」の順番に並べ替える活動を行った。その後，恋
の本質について考察している。以下に，その際に用いた授業用プリントと生徒のメモを資料⑦と
して掲載する。
資料⑦
生徒は「古今和歌集の撰者が考える恋の本質」を次のように言語化した。
■落差の大きさや不完全さ ■理想と現実のパッチワーク ■甘さと苦さのチョコレート
■恋の醍醐味は告白にあり ■予想できない偶然の産物 ■振り幅の大きさこそ魅力 等
その上で第３時において，恋の 資料⑧
部の巻頭歌である①の恋歌と恋の
部の最終歌である⑦の恋歌を比較
し，これらの恋歌を巻頭歌と最終
歌に選んだ撰者たちの意図を推測
した。結果的に「恋する人間」の
「老若の対比」を読み解いた。①
は，若者の恋を，ある程度人生を
達観した人物（恋の酸いも甘いも
噛み分けるだけの経験を経た人
物）が歌った和歌としている。逆
に⑦は，ある程度人生を達観した
人物（恋の酸いも甘いも噛み分け
るだけの経験を経た人物）が，自
分たちの過去の恋を振り返り，懐
かしんでいる感さえある。恋の部
の巻頭歌である①の恋歌と恋の部
の最終歌である⑦の恋歌を比較す
る授業について，生徒のノートを資料⑧として掲載する。
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○ 第一次の４「三大歌集」③『新古今集』をよむ(２時間)の授業構想
『新古今和歌集』に見られる「新古今調」といえば，唯美的・情調的・幻想的・絵画的・韻律
的・象徴的・技巧的などの特徴が挙げられる。藤原俊成によって提唱された幽玄，有心の概念を，
その子定家が発展させて「余情妖艶の体」を築き上げた。貴族社会の衰退の中で，滅びや自然へ
の見方に哀調があるとも指摘される。複雑に工夫された象徴的な歌が主流で，特に，上代以来の
数々の和歌の歴史が可能にした数多くの本歌取りに特徴がある。また技法として，余韻・余情を
かきたてる体言止め，七五調の初句切れ・三句切れなどが使われている。これらの特徴を踏まえ，
『新古今和歌集』の授業を構想した。以下に，第１時の授業プリントと生徒のメモを資料⑨とし
て掲載する。
資料⑨
さらに『新古今和歌集』の魅力に迫るために，「三夕の歌」の比較を試みた。生徒は表現しき
れてはいないものの寂連の「観取」，西行の「葛藤」，定家の「付合」に近づいているように思え
た。同じ「秋の夕暮れ」というモチーフを用いながらも，三者三様に和歌の魅力を再認識させて
くれた歌であった。以下に，第２時「三夕の歌」を比較する授業の生徒のノートを資料⑩として
掲載する。
資料⑩
○ 第一次の４「三大歌集」③『新古今集』をよむ(２時間)の授業構想
『新古今和歌集』に見られる「新古今調」といえば，唯美的・情調的・幻想的・絵画的・韻律
的・象徴的・技巧的などの特徴が挙げられる。藤原俊成によって提唱された幽玄，有心の概念を，
その子定家が発展させて「余情妖艶の体」を築き上げた。貴族社会の衰退の中で，滅びや自然へ
の見方に哀調があるとも指摘される。複雑に工夫された象徴的な歌が主流で，特に，上代以来の
数々の和歌の歴史が可能にした数多くの本歌取りに特徴がある。また技法として，余韻・余情を
かきたてる体言止め，七五調の初句切れ・三句切れなどが使われている。これらの特徴を踏まえ，
『新古今和歌集』の授業を構想した。以下に，第１時の授業プリントと生徒のメモを資料⑨とし
て掲載する。
資料⑨
さらに『新古今和歌集』の魅力に迫るために，「三夕の歌」の比較を試みた。生徒は表現しき
れてはいないものの寂連の「観取」，西行の「葛藤」，定家の「付合」に近づいているように思え
た。同じ「秋の夕暮れ」というモチーフを用いながらも，三者三様に和歌の魅力を再認識させて
くれた歌であった。以下に，第２時「三夕の歌」を比較する授業の生徒のノートを資料⑩として
掲載する。
資料⑩
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○ 第一次の４「恋歌の本質とは」の授業構想
最後に三大歌集の恋歌から，その本質を探ってみた。『古今和歌集』を中心に恋歌を扱ってき
たが，『万葉集』にも『新古今和歌集』にも，その時代にしかないものが見えてくる（流行）。逆
に700年の「時をめぐる」中で変わらぬものの存在（不易）にも気づいたはずである。以下に，
その授業の生徒のノートを資料⑪として掲載する。
資料⑪
４ おわりに
テーマや成立年代等の異なる和歌を比較することで，人間の美意識の変化やそれに伴う言葉の変
化等に注目させ，和歌の本質に関して自分なりの考えを持つという学習を実践してみた。これらの
学びが「方法」を自覚的に運用する力の習熟や古典を主体的に読み深めていく力の育成につながる
と考えたからである。和歌と近現代短歌との比較や時間軸の視点からの歌集分析を行うなどの指導
過程を工夫することで，その読解，鑑賞した内容を基に，以下のような和歌ならではの本質に迫れ
たのではないかと考えている。
・時代をこえて共感できる人の心情 ・その心情を伝えるための表現の工夫
・その時代特有の見方，考え方の反映 ・定型の韻文であることの魅力
「古典って深いですね……，僕たちも今を生きているんだけど，古典で描かれている人も，その
時代の今を生きていたんですよね。不易流行という言葉の意味が分かったような気がします。」
この生徒の感想を支えに，少しでも古典学習の魅力を伝えられるよう精進を重ねることを誓い，
本稿を閉じる。
今回（第四弾）で中学校３年間の大まかな古典学習の構想をまとめることができた。岡大附属中
学校でのこの11年間，私の拙い授業に付き合ってくれた生徒たちに感謝したい。
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